
発　行：おかやま酪農業協同組合
責任者：小椋　孝史
　　　　津山市川崎94-1
　　　　☎（０８６８）26-1101

優
秀
賞　

教
育
長
賞　

倉
敷
市
立
長
尾
小
学
校
２
年　

小
野
凌
太
朗

（
絵
の
説
明
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ぼ
く
じ
ょ
う
の
う
し
の
う
え
で
ぼ
く
が
お
い
し
い
ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う
を
の
ん
で
い
る
絵
を
か
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
作
品



現
況
調
査
ま
と
ま
る

乳
牛
総
頭
数
は
１
４
，０
８
６
頭

　

令
和
５
年
８
月
１
日
現
在
で
の
現
況
調
査
を
行

い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
戸
数
・
頭
数

　

乳
牛
の
飼
養
戸
数
及
び
頭
数
は
（
表
１
）
の
と

お
り
１
５
８
戸
、１
４
，０
８
６
頭
と
前
年
８
月
に

比
べ
戸
数
で
は
16
戸
、
頭
数
で
は
８
０
８
頭
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。
品
種
別
で
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
は
１
２
，５
７
４
頭
（
７
０
８
頭
減
）
ジ
ャ
ー

ジ
ー
種
他
は
１
，５
１
２
頭
（
１
０
０
頭
減
）
で

し
た
。

　

飼
養
戸
数
の
内
訳
は
、（
表
２
）
の
と
お
り
関

係
機
関
を
除
く
搾
乳
農
家
が
１
５
５
戸
、
育
成
農

家
３
戸
、
関
係
機
関
４
戸
で
す
。
ま
た
、
肉
用
牛

飼
養
農
家
は
44
戸
で
し
た
。

　

経
産
牛
頭
数
は
１
０
，５
８
０
頭
（
３
１
６
頭
減
）

育
成
牛
頭
数
は
３
，５
０
６
頭
（
４
９
２
頭
減
）。

搾
乳
農
家
１
戸
当
た
り
の
平
均
飼
養
頭
数
は
89
・

２
頭
（
３
・
６
頭
増
）、
平
均
経
産
牛
頭
数
は
67
頭

（
４
・
４
頭
増
）。
育
成
牛
率
は
24
・
９
％
と
な
り

ま
し
た
。

☆
各
地
区
の
飼
養
状
況

　

乳
牛
飼
養
総
頭
数
を
地
区
ご
と
に
見
る
と
（
表

１
）
西
大
寺
地
区
が
42
頭
減
少
、
備
南
地
区
が

２
３
６
頭
減
少
、
び
ほ
く
地
区
が
５
頭
増
頭
、
勝

英
地
区
が
１
８
７
頭
減
少
、
津
山
地
区
が
２
１
３

頭
減
少
、
真
庭
地
区
が
１
３
５
頭
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
全
体
で
は
８
０
８
頭
の
減
少
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
育
成
牛
率
で
全
体
の
平
均
よ
り
高
い
地

区
は
西
大
寺
、津
山
、真
庭
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
飼
養
頭
数
別
の
酪
農
家
戸
数

　
（
表
３
）
の
飼
養
頭
数
別
酪
農
家
戸
数
を
み
ま

す
と
30
頭
未
満
の
飼
養
農
家
は
46
戸
（
28
・
４
％
）、

30
頭
か
ら
49
頭
の
飼
養
農
家
は
36
戸
（
22
・
２
％
）、

50
頭
か
ら
79
頭
の
飼
養
農
家
は
42
戸
（
25
・
９
％
）、

80
頭
か
ら
１
４
９
頭
の
飼
養
農
家
は
23
戸
（
14
・

２
％
）、
１
５
０
頭
か
ら
４
９
９
頭
の
飼
養
農
家

は
12
戸
（
７
・
４
％
）、
５
０
０
頭
以
上
の
飼
養
農

家
３
戸
（
１
・
９
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
哺
育
素
牛
・
肥
育
・

和
牛
繁
殖
関
係
の
頭
数

　

哺
育
素
牛
・
肥
育
・
和
牛
繁
殖
牛
の
総
頭
数
は

８
，７
８
２
頭
で
す
。
う
ち
哺
育
農
家
、
肥
育
農

家
、
和
牛
繁
殖
農
家
の
飼
養
す
る
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
・
Ｆ
１
・
和
牛
等
の
頭
数
は
７
，２
７
３
頭
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
家
の
飼
養
す
る
和
牛
・
Ｆ
１
等
の

哺
育
素
牛
・
肥
育
・
和
牛
繁
殖
牛
の
総
頭
数
は
１
，

５
０
９
頭
で
す
。

☆
飼
料
作
付
面
積

　

自
給
飼
料
の
作
付
面
積
に
つ
い
て
は
、
全
体
で

１
，５
４
２
ha
、
ス
ー
ダ
ン
・
ソ
ル
ゴ
ー
、
と
う

も
ろ
こ
し
、
そ
の
他
牧
草
の
順
で
し
た
。

（
生
産
支
援
課
）

乳牛頭数等取りまとめ表（表１）
令和５年８月１日現在

西 大 寺 備　　南 び ほ く 勝　　英 津　　山 真　　庭 おからく合計

乳 牛 飼 養 戸 数
（対前年増減）

25 23 20 25 29 36 158 
（−3） （−2） （−1） （−3） （−2） （−5） （−16）

乳 牛 総 頭 数
（対前年増減）

1,013 6,073 1,102 1,848 1,472 2,578 14,086 
（−42） （−236） （5） （−187） （−213） （−135） （−808）

経 産 牛 頭 数
（対前年増減）

674 4,759 865 1,520 989 1,773 10,580 
（−29） （−32） （50） （−80） （−126） （−99） （−316）

経 産 牛 頭 数 の
占 め る 割 合（ ％） 6.4% 45.0% 8.2% 14.4% 9.3% 16.8%

経 産 牛 率（ ％） 66.5% 78.4% 78.5% 82.3% 67.2% 68.8% 75.1%

育 成 牛 率（ ％） 33.5% 21.6% 21.5% 17.7% 32.8% 31.2% 24.9%

ホ ル ス タ イ ン 種 940 6,067 1,102 1,848 1,458 1,159 12,574 

ジ ャ ー ジ ー 種 他 73 6 0 0 14 1,419 1,512 

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。
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おからく現況調査総括表（表２）
令和５年８月１日現在

西大寺 備　南 びほく 勝　英 津　山 真　庭 おからく合計

酪 農 家 戸 数
搾乳農家 24 23 20 25 28 35 155 
育成農家 1 0 0 0 0 2 3 
合　　計 25 23 20 25 28 37 158 

関係機関戸数
搾乳農家 1 1 1 3 
育成農家 1 1 
合　　計 1 0 0 0 1 2 4 

酪 農 場 総 数
（乳牛飼養戸数）

搾乳農家 25 23 20 25 29 36 158 
育成農家 1 0 0 0 0 3 4 
合　　計 26 23 20 25 29 39 162 

肉 用 牛 飼 養 農 家 戸 数 2 6 6 11 15 4 44 
総農家戸数（関係機関を含む） 28 29 26 36 44 43 206 

ホルスタイン
頭 数

６ヶ月未満 61 237 58 84 98 83 621 
６〜24ヶ月 249 1,027 154 244 377 294 2,345 
24ヶ月以上 630 4,803 890 1,520 983 782 9,608 

合　計 940 6,067 1,102 1,848 1,458 1,159 12,574 
うち経産牛頭数 621 4,755 865 1,520 982 768 9,511 

ジャージー他
頭 数

６ヶ月未満 5 0 0 0 1 96 102 
６〜24ヶ月 15 2 0 0 6 297 320 
24ヶ月以上 53 4 0 0 7 1,026 1,090 

合　計 73 6 0 0 14 1,419 1,512 
うち経産牛頭数 53 4 0 0 7 1,005 1,069 

乳 用 牛 総 飼 養 頭 数 1,013 6,073 1,102 1,848 1,472 2,578 14,086 
経 産 牛 頭 数 674 4,759 865 1,520 989 1,773 10,580 
乳用牛１戸当たり飼養頭数 40.5 264.0 55.1 73.9 50.8 71.6 89.2 
乳用牛１戸当たり経産牛頭数 27.0 206.9 43.3 60.8 34.1 49.3 67.0 

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。

地区別酪農家戸数（育成農家・関係機関を含む）（表３）
令和５年８月１日現在

平均
年齢

飼 養 頭 数 別 酪 農 家 戸 数
1〜9 10〜19 20〜29 30〜39 40〜49 50〜59 60〜79 80〜99 100〜149 150〜249 250〜499 500〜999 1000〜 計

西大寺 66.7 3 2 5 6 2 5 1 0 2 0 0 0 0 26

備　南 53.3 0 1 2 3 2 3 2 0 3 3 1 2 1 23

びほく 59.8 2 2 8 3 1 1 0 0 1 0 2 0 0 20

勝　英 55.0 0 0 4 2 6 4 1 2 4 1 1 0 0 25

津　山 54.7 1 2 5 4 1 6 4 3 2 1 0 0 0 29

真　庭 53.0 3 3 3 3 3 5 10 2 4 2 1 0 0 39

合　　計 57.1 9 10 27 21 15 24 18 7 16 7 5 2 1 162
※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。
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中
販
連
良
質
生
乳
出
荷
者
表
彰

　

中
販
連
管
内
５
県
に
よ
る
統
一
乳
質
評

価
基
準
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
良
質
生

乳
出
荷
表
彰
授
与
式
が
８
月
８
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
台
風
の
接
近
と
収
穫
作
業

も
あ
り
、
参
加
者
は
少
人
数
と
な
り
ま
し

た
が
、
お
か
ら
く
管
内
で
は
４
名
の
方
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
、
２
年
連
続
最
優
秀

賞
を
受
賞
さ
れ
た
広
酪
の
溝
上
牧
場
様
よ

り
、「
受
賞
に
至
っ
た
要
因
は
決
し
て
一

人
で
は
で
き
な
い
、
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
の

賜
物
。
ま
た
、
酪
大
の
卒
業
生
２
名
を
従

業
員
と
し
て
雇
っ
て
い
る
が
酪
大
の
教
育

の
お
か
げ
で
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
を
こ
な

し
、
良
質
乳
生
産
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

酪
大
に
感
謝
を
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
部
門
で
は
酪
農
大

学
校
第
２
牧
場
様
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ

れ
、「
酪
大
を
卒
業
し
た
教
え
子
が
酪
農

現
場
で
働
き
、
そ
の
中
で
お
褒
め
の
言
葉

を
い
た
だ
け
る
こ
と
が
何
よ
り
も
感
慨
深

い
。
乳
質
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
２
年
後

に
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農
家
の
数
字
に
肩
を

並
べ
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
受

賞
者
一
覧
に
つ
い
て
は
別
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（
事
業
本
部
）

ホルスタイン部門
年間乳量250ｔ未満の部
　高　梁　市　鈴村　久治　様　最優秀賞　3,760点

（FAT平均4.23％　SNF平均9.05％　体細胞平均7.5万　細菌数平均0.5万）
年間乳量250ｔ～500ｔ未満の部
　倉　敷　市　三宅　安史　様　優良賞　3,660点

（FAT平均4.13％　SNF平均8.90％　体細胞平均5.3万　細菌数平均0.6万）
ジャージー部門
　真　庭　市　（公財）中国四国酪農大学校第２牧場　様　最優秀賞　2,910点

（FAT平均5.19％　SNF平均9.59％　体細胞平均11.9万　細菌数平均1.5万）
　真　庭　市　丸山　弘一　様　優秀賞　2.870点

（FAT平均5.48％　SNF平均9.62％　体細胞平均15.6万　細菌数平均1.9万）

第１部門　250ｔ未満　最優秀賞
高梁市　鈴村　久治牧場

第５部門　ジャージー　最優秀賞
（公財）中国四国酪農大学校第２牧場

第２部門　250ｔ～500ｔ未満　優良賞
　倉敷市　三宅　安史牧場

第５部門　ジャージー　優秀賞
真庭市　丸山　弘一牧場
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令和４年度良質生乳出荷者表彰　表彰者一覧
中国生乳販売農業協同組合連合会

部　　　　　　門 組　合　名 農家名 区分 得点合計

１部 ホルスタイン部門 1 おかやま酪農業協同組合 鈴 村 久 治 最優秀賞 3,760

２部 ホルスタイン部門 2 大山乳業農業協同組合 加　藤　より子 最優秀賞 3,800

３部 ホルスタイン部門 3 広島県酪農業協同組合 ㈱ 溝 上 牧 場 最優秀賞 3,900

４部 ホルスタイン部門 4 大山乳業農業協同組合 ㈱ナカムラファーム 最優秀賞 3,790

５部 ジャージー部門 5 おかやま酪農業協同組合 （公財）中国四国酪農大学校第２牧場 最優秀賞 2,910

６部 ホルスタイン部門 6 大山乳業農業協同組合 鳥取県立倉吉農業高等学校 最優秀賞 4,120

１部 ホルスタイン部門 1 島 根 県 農 業 協 同 組 合 久 家 要 一 優秀賞 3,760

２部 ホルスタイン部門 2 大山乳業農業協同組合 別 所 昌 治 優秀賞 3,790

３部 ホルスタイン部門 3 大山乳業農業協同組合 高 間 理 拓 優秀賞 3,850

４部 ホルスタイン部門 4 大山乳業農業協同組合 川 本 和 昭 優秀賞 3,510

５部 ジャージー部門 5 おかやま酪農業協同組合 丸 山 弘 一 優秀賞 2,870

１部 ホルスタイン部門

1 広島県酪農業協同組合 井 上 正 芳 優良賞 3,750

2 島 根 県 農 業 協 同 組 合 木次乳業　吉田牧場 優良賞 3,430

3 大山乳業農業協同組合 河 本 道 広 優良賞 3,390

4 大山乳業農業協同組合 荘 司 健 司 優良賞 3,260

5 広島県酪農業協同組合 大 田 昌 晴 優良賞 3,250

6 広島県酪農業協同組合 石 井 和 久 優良賞 3,230

7 広島県酪農業協同組合 田 辺 光 次 優良賞 3,160

8 山口県酪農農業協同組合 冨 永 貴 之 優良賞 3,140

２部 ホルスタイン部門

1 大山乳業農業協同組合 板 持 悦 夫 優良賞 3,775

2 大山乳業農業協同組合 影 井 正 美 優良賞 3,740

3 おかやま酪農業協同組合 三 宅 安 史 優良賞 3,660

4 広島県酪農業協同組合 福 原 美 江 優良賞 3,610

5 広島県酪農業協同組合 溝 辺 康 太 優良賞 3,550

３部 ホルスタイン部門

1 大山乳業農業協同組合 真 山 秀 樹 優良賞 3,460

2 大山乳業農業協同組合 秦 野 英 作 優良賞 3,410

3 大山乳業農業協同組合 合同会社　三浦牧場 優良賞 3,350

４部 ホルスタイン部門 1 大山乳業農業協同組合 西 山 友 之 優良賞 3,460
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はじめに
　はじめまして。今年度より全酪連に入会し、６月から中四国事務所に配属となりました、伊藤舞優（い
とうまひろ）と申します。この場をお借りして少し自己紹介させていただきます。
　京都出身の両親のもとに生まれ、高校までを千葉県で過ごし、大学と大学院の６年間は東京で一人暮
らしをしていました。大学では作物保護に関わる研究室に所属し、野生動物による農作物被害、いわゆ
る獣害について研究していました。酪農については初心者の私ですが、今後ともよろしくお願いいたし
ます。
　さて、全酪連に入会後、蒜山での実習を含めさまざまな研修を行いましたが、今回はその中で学んだ
「代用乳と哺育管理」についてお話しさせていただきます。私なりに重要な点や興味深い点をまとめま
したので、拙い文章ではありますが、最後までお読みいただけると幸いです。なお、哺育管理には初乳
給与も重要となりますが、今回は代用乳のみの説明とさせていただきます。
哺育管理の重要性
　哺育管理は、子牛の死亡率と農場の生産性に関わるため非常に重要です。出生子牛の約４％は、下痢
や肺炎などで生後２ヶ月以内に死亡しており、適切な哺育管理ができれば、子牛の死亡率を減らし、初
産から遺伝的能力を十分に発揮させることで、酪農経営の利益向上に貢献できます。
子牛の生理
　反芻動物である牛は４つの胃袋をもち、特に第１胃は胃の約
80％を占めるほど発達しています。（図１）しかし、離乳前の
子牛は第４胃が約60％を占めており、第１胃の絨毛は固形飼料
の摂取によって発達します。このように、子牛と成牛では消化
器官や消化可能な栄養源が大きく異なるため、子牛に適した飼
養管理が必要です。
代用乳の原料
　代用乳の主な原料は、生乳由来蛋白質（カゼイン蛋白、ホエー蛋白）、植物性蛋白質、エネルギー源
（油脂、炭水化物）です。特に、子牛は摂取エネルギーを油脂に頼る部分が多く、牛の一生のうち哺乳
期間が最も高い割合で飼料中から油脂を摂取します。そのため、代用乳の油脂原料は、子牛の消化吸収
に適したものであることが重要です。また、子牛の炭水化物由来のエネルギー源は乳糖に大きく依存し
ていますが、乳糖の過度な摂取は浸透圧によって体液が腸管内に流入し、下痢を引き起こす可能性があ
ります。子牛が１日に消化吸収できる乳糖は約400〜500gであるため、乳糖が多すぎる（濃度が高すぎる）
代用乳には注意が必要です。
全酪連の代用乳
　全酪連では、1950年頃から国内初の代用
乳を供給し、これまでにさまざまな哺育製
品を供給してきました。
　全酪連の代用乳の特徴は、その製造方法
にあります。代用乳の製造方法は一般的に
「ドライ方式」と「ウェット方式」の２種
類があるとされ、全酪連ではウェット方式
（＋フィルターマット）を採用しています。
　ドライ方式とは、基材（脱脂粉乳など）
へ油脂を直接吹き付ける方法で、油脂が露
出しているためべたつきやすい場合もあり
ます。
　一方で、ウェット方式は、乳化した油脂

農場経営成功の第一歩！代用乳と哺育管理について
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　中四国事務所　伊藤　舞優

図１　離乳前後の胃の形

全酪連の代用乳製品
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の表面を基材でコーティングしているため、べたつきが少なく、融点が低い油脂（＝消化吸収されやす
い）を使用することができます。また、ホモジナイズ処理によって油脂を細かくしており、脂肪球が小
さく、消化吸収に優れた製品となっています。さらに、全酪連ではフィルターマット方式を取り入れる
ことによってさらなる製品品質の安定性を図っています。
　ウェット方式で製造した代用乳は、サラサラとした状態を保つため、自動哺乳機でも固まらず正確な
計量が可能で、沈み込みやすく短時間の撹拌でも溶解するといった、物理性や作業性にも優れています。
　全酪連の代用乳製品である「カーフトップ」は、消化性の良い中鎖脂肪酸をエネルギー源とし、全卵
粉末を添加することで子牛の腸内環境の維持も期待できます。ウェット方式で製造しているため、油脂
がべたつかず、消化性と作業性の両面を兼ね備えた製品となっています。
離乳までの管理
　全酪連が推奨する哺育プログラム（標
準哺育）は以下のとおりです。まず、離
乳までの子牛の管理として、カーフトッ
プを朝夕200〜250g（１日400〜500g）給
与します。哺乳は定時・定温・定濃度を
基本とし、清潔な哺乳器具を使って細菌
感染を防ぐことが重要です。また、哺乳
しながらも水が自由に飲める状態にし、
食道溝反射の状態が終わる哺乳の30分後
から飲水させます。
　前述したとおり、子牛のルーメン発達
には、固形飼料（スターター）が必要です。（図２）全酪連のスターター
「ニューメイクスター」では、利用効率の高いルーメンバイパス蛋白
質を使用しており、嗜好性も高く子牛の食いつきも安定しています。
また、スターターを優先給与しつつ、同時期に乾草も少量ずつ与え、
消化性の良い乾草を日齢とともに徐々に量を増やしていきます。離乳
目安は42日齢以上（最低でも30日以上の哺乳）とし、スターターを３
日連続１㎏以上摂取できれば離乳となります。
おわりに
　今回は、代用乳と哺育管理について簡単にお話しさせていただきま
した。全酪連では代用乳の他にもさまざまな哺育育成製品を供給して
おります。詳しくは全酪連職員へお問い合わせください。
　最後までお読みいただきありがとうございました。今後ともよろし
くお願いいたします。

図２　ルーメン発達の比較（６週齢）

7 2023.9月号 2023.9月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



　10月１日から導入されるインボイス制度に不安を感じている方も多いと思います。今月号では、イン
ボイス制度によって、消費税の納税額が増えるケースを紹介します。納税額の計算を本則課税で行って
いる方が該当します。（簡易課税で行っている方、免税事業者の方は該当しません）
１．消費税の計算（本則課税）
　事業者が税務署に納める消費税額は、「売上に係る消費税額」から「仕入に要した消費税額」を控除
して計算されます。この仕組みを『仕入税額控除』といいます。

２．インボイス制度が導入されると
　仕入先からインボイス（※１）の交付を受けないと『仕入税額控除』ができなくなりました。
　そのため、仕入先が「インボイス発行事業者（※２）」かそうでないかで、納める消費税の額が変わっ
てきます。なお、『仕入税額控除』については６年間の経過措置（※３）があります。

　インボイス制度が導入されたことによって、100千円でよかった消費税の納税額が600千円になります。
３．仕入先の確認
　飼料や薬品などの購入、受精卵移植や人工授精、削蹄などの依頼をするときは、購入先や依頼先が「イ
ンボイス発行事業者」かそうでないかを事前に確認することが大切になります。
　おからくは「インボイス発行事業者」です。組合員の皆さんとの取り引きで交付するインボイスの様
式などについては、組合だより「おからく10月号」でご紹介いたします。

（総務部）
※１　インボイス（適格請求書）
　売り手が発行する一定の記載要件（①〜⑥）を満たす請求書や領収書、レシートなどをいいます。
　　①適格請求書発行事業者の氏名または名称及び登録番号
　　②取引年月日
　　③取引内容（軽減税率の対象品目である旨）
　　④税率ごとに区分して合計した対価の額（税抜または税込）及び適用税率
　　⑤税率ごとに区分した消費税額等
　　⑥書類の交付を受ける事業者の氏名または名称
※２　インボイス発行事業者

　税務署へ申請して登録番号の交付を受けた事業者を「インボイス発行事業者」といいます。申請で
きるのは消費税を納めている課税事業者になります。ですから、免税事業者は「インボイス発行事業
者」になれません。また、課税事業者であっても税務署に登録番号の交付を申請していないとインボ
イスを発行できません。

※３　経過措置
　組合だより「JAおからく８月号」６ページの『適格請求書等保存方式（インボイス制度）の開始　５．
経過措置』を参照ください。

インボイス制度導入で注意すること

（例）売上……生乳、子牛など　　　　　　　　　　　　　21,600千円（うち消費税1,600千円 ①）
　 　仕入……飼料代、薬品代、繁殖技術費、削蹄費など　16,500千円（うち消費税1,500千円 ②）
　 　納める消費税額……売上に係る消費税 − 仕入に要した消費税
　　　　　　　　　　　　　 　1,600千円① − 1,500千円② ＝ 100千円

（例）売上……生乳、子牛など　　　　　　　　　　　 　21,600千円（うち消費税1,600千円①）
　 　仕入……飼料代、薬品代、繁殖技術費、削蹄費など　　16,500千円（うち消費税1,500千円=②＋③）
　 　　　　　うち　インボイスあり（仕入税額控除　可）　11,000千円（うち消費税1,000千円②）
　 　　　　　うち　インボイスなし（仕入税額控除　不可） 5,500千円（うち消費税 500千円③）
　 　納める消費税額……売上に係る消費税 − 仕入に要した消費税
　　　　　　　　　　　　　 　1,600千円① − 1,000千円② ＝ 600千円（③は控除できない）
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
10
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

10
月
の
採
卵
計
画
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や
よ
り

詳
細
な
情
報
が
必
要
な
場

合
は
、
最
寄
り
の
家
畜
保

健
衛
生
所
、
受
精
卵
移
植

師
の
方
等
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
能
力
評
価
を
牛

群
検
定
成
績
か
ら
行
う
た

め
、
検
定
参
加
農
家
の
方

を
譲
渡
対
象
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定
日
や

交
配
予
定
種
雄
牛
は
牛
の

体
調
・
精
液
の
確
保
状
況

等
に
よ
り
、
急
遽
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。

　

次
回
の
11
月
の
採
卵
は

９
日
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

※
ご
要
望
・
ご
意
見
等
あ

り
ま
し
た
ら
、
畜
産
研

究
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

交配情報 供卵牛の遺伝能力評価等 採卵予定日
♀：ＯＡＣ　キアリス　ハイヌーン　キルア　キヤロツトＫ　ＥＴ

10／12

（キヤロツトＫ）
1354972012

・名牛「コスモポリタン」の系統
・体型･能力ともに兼ね備えた才色兼備型
・娘牛にも高NTP牛多数輩出

♂：ピーク　アルタ　アミツク　ＥＴ
（ヤングサイア）

・乳量は平均並みだが、高生産寿命、高い娘牛
妊娠率、低い体細胞数など管理形質が◎！特
に乳房炎抵抗性が非常に高い！

♀：ＯＡＣ　キルア　ザズル　キキ　キヤロツトＫ　ＥＴ
（キヤロツトＫ）

1390973127
・上記キルアの後継牛。
・大柄ではあるが、機能的な体型！
・非常に高い乳脂肪量などと低い体細胞数スコ

ア！
♂：クツキー　カツター　ホーリースモークス　ＥＴ

（ヤングサイア）

・大柄な種雄牛で、体型、特に乳器の改良に貢
献！

・高い脂肪量かつ高泌乳！

GEBV
総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

2891

2232

639

1%

1%

1%

49% 20

125897
2%

2%
105872

0
20
40
60
80

100

年齢 05-09　体高 163.1㎝　体長 179.7㎝

GPI
総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

3253

2454

667

1%

1%

1%

7% 132

107277
1%

1%
143667

0
20
40
60
80

100

年齢 02-03　体高 156.4㎝　体長 173.2㎝

※GEBV：EBV＋ゲノミック、GPI：ゲノミックのみの評価値です。
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説明を聞く参加者

製造ラインに釘付け

西日本酪青女の皆さん

全
国
酪
友
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３
開
催

び
ほ
く
青
年
部
視
察
研
修

　

全
国
酪
農
青
年
女
性
酪
農
発
表
大
会
は

令
和
４
年
に
50
回
目
が
開
催
さ
れ
、
１
つ

の
区
切
り
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
こ
で
50
回

を
振
り
返
り
、
大
会
の
魅
力
・
意
義
な
ど

を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
で
活

動
が
制
限
さ
れ
て
い
た
酪
青
女
活
動
を
再

び
活
気
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
例
年
の

発
表
大
会
に
代
わ
り
、
７
月
13
日
に
「
全

国
酪
友
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、
北
海
道
札
幌

市
「
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
開

　

７
月
26
日
、
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
に

合
わ
せ
て
、「
び
ほ
く
青
年
部
視
察
研
修

（
家
族
親
睦
会
）」
を
オ
ハ
ヨ
ー
乳
業
に

て
行
い
ま
し
た
。

　

学
校
が
夏
休
み
と
あ
っ
て
子
ど
も
た
ち

を
含
め
総
勢
20
名
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。
オ
ハ
ヨ
ー
乳
業
櫻
井
課
長
を
は
じ
め

山
本
様
、
稗
島
様
よ
り
製
品
ま
た
工
場
の

説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

場
内
で
は
、
集
乳
車
、
送
乳
車
の
受
乳

場
、
製
造
ラ
イ
ン
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
普
段
で
は
見
ら
れ
な
い
場
所

だ
け
に
、
皆
さ
ん
真
剣
な
眼
差
し
で
見
学

さ
れ
、
自
分
た
ち
が
搾
っ
た
生
乳
が
製
品

に
な
る
こ
と
か
ら
今
以
上
に
牛
舎
の
環

境
、
搾
乳
時
の
衛
生
管
理
の
徹
底
を
再
認

識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

見
学
終
了
後
は
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
を

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
３
０
０
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
第
１
部
で
は
過
去
の
経
営
発
表

者
に
よ
る
現
況
報
告
が
行
わ
れ
、
西
日
本

酪
青
女
か
ら
は
第
35
回
全
国
大
会
で
発
表

さ
れ
た
徳
島
県
の
大
松
弘
美
さ
ん
が
「
仲

間
に
支
え
ら
れ
て
、今
が
あ
る
。そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
大
丈
夫
！
」
と
題
し
て
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
地
域
酪
農
青
年
女
性
会
議
の

活
動
報
告
で
し
た
。
西
日
本
酪
青
女
か

ら
は
鳥
取
県
の
吉
田
裕
美
さ
ん
が
製
作

さ
れ
た
絵
本
「
こ
ん
に
ち
は　

も
ー

ち
ゃ
ん
」
の
朗
読
と
、
広
酪
オ
リ
ジ
ナ

ル「
牛
乳
そ
ん
ぐ
」を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

第
３
部
は
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

の
石
川
實
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

迎
え
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
盛
会
の
う
ち
に

終
了
と
な
り
ま
し
た
。“
コ
ロ
ナ
禍
で

活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
た
酪
青
女
活
動

を
再
び
活
気
あ
る
も
の
に
す
る
”
と
い

う
大
会
コ
ン
セ
プ
ト
の
と
お
り
、
全
国

の
酪
友
と
の
再
会
を
喜
び
、
懇
親
を
深

め
、
ま
た
今
後
の
活
動
の
糧
と
な
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
た
。（

生
産
支
援
課
）

使
用
し
た
出
来
立
て
で
完
全
に
固
ま
っ
て

い
な
い
状
態
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
ご
ち

そ
う
に
な
り
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で

す
。

　

皆
さ
ん
生
乳
出
荷
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
受
入
検
査
は
ど
の
よ
う
な
検
査

を
し
て
い
る
の
か
、
受
入
検
査
で
気
を
付

け
て
い
る
こ
と
、
給
食
で
余
っ
た
牛
乳
の

処
理
は
ど
う
し
て
い
る
か
な
ど
質
問
を
さ

れ
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
が
過
ご
せ
ま

し
た
。

　

オ
ハ
ヨ
ー
乳
業
の
方
々
に
は
、
お
忙
し

い
と
こ
ろ
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
と
も
び
ほ
く
青
年
部
の
活

動
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（び

ほ
く
事
務
所
）
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加
茂
料
理
教
室

　

７
月
27
日
、
津
山
市
加
茂
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
牛
乳
を
使
っ
た
料
理
教
室
を

「
ふ
れ
あ
い
料
理
倶
楽
部
」
の
方
を
対
象

に
、
津
山
地
区
酪
農
女
性
部
に
お
手
伝
い

い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。「
ふ
れ
あ
い

料
理
倶
楽
部
」
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

を
対
象
に
、
毎
月
１
回
料
理
を
作
り
、
互

い
に
交
流
を
深
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
も
毎
年
７
月
に
講
師
依
頼
が
あ
り
、
牛

乳
乳
製
品
を
使
っ
た
料
理
を
作
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、『
さ
ば
缶
チ
ー

ズ
ご
は
ん
』『
カ
レ
ー
風
味
の
炒
り
お
か

ら
』『
油
揚
げ
の
チ
ー
ズ
は
さ
み
焼
き
』

『
豚
肉
ソ
テ
ー
の
み
る
く
生
姜
あ
ん
か

け
』『
ヨ
ー
グ
ル
ト
白
玉
』
の
５
品
を
作

り
ま
し
た
。

　
『
さ
ば
缶
チ
ー
ズ
ご
は
ん
』
は
、
材
料

も
少
な
く
味
付
け
は
さ
ば
缶
詰（
み
そ
煮
）

だ
け
。『
カ
レ
ー
風
味
の
炒
り
お
か
ら
』

は
、
牛
乳
と
カ
レ
ー
粉
で
減
塩
に
な
る
料

理
で
す
。
牛
乳
と
カ
レ
ー
粉
？
と
思
わ
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
以
外
と
美
味
し

い
で
す
。
お
か
ら
が
嫌
い
な
人
で
も
、
カ

レ
ー
味
だ
と
食
べ
ら
れ
る
か
も
。『
油
揚

げ
の
チ
ー
ズ
は
さ
み
焼
き
』
は
、
簡
単
に

作
れ
て
、
ご
飯
の
お
か
ず
・
酒
の
肴
に
も

な
り
ま
す
。『
豚
肉
ソ
テ
ー
の
み
る
く
生

姜
あ
ん
か
け
』
は
、
牛
乳
か
ら
カ
ル
シ
ウ

ム
・
小
松
菜
か
ら
鉄
が
摂
れ
る
ヘ
ル
シ
ー

料
理
で
す
。『
ヨ
ー
グ
ル
ト
白
玉
』
は
、

水
の
代
わ
り
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
使
っ
て
白

玉
粉
を
こ
ね
ま
す
。
甘
い
シ
ロ
ッ
プ
を
か

け
て
も
い
い
し
、
サ
イ
ダ
ー
を
か
け
て
も

美
味
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
年
も
、
昨
年
同
様
に
試
食
は
せ
ず
持

ち
帰
り
い
た
だ
い
た
の
で
、
食
べ
た
感
想

は
直
接
お
聞
き
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
さ
ば
缶
チ
ー
ズ
ご
は
ん
は
、
簡
単
に
作

れ
る
の
で
家
で
も
作
っ
て
み
る
わ
」「
お

か
ら
に
牛
乳
を
入
れ
る
？
ど
ん
な
味
に
な

る
の
か
な
？
」「
お
か
ら
が
カ
レ
ー
味
だ

と
、子
ど
も
た
ち
も
食
べ
て
く
れ
る
か
も
」

等
の
声
が
聞
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
し
て

牛
乳
の
消
費
拡
大
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

熱
中
症
予
防
に
牛
乳
が
効
果
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
牛
乳
を
飲
ん
で
、
暑
い

夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

レ
シ
ピ
は
、
生
乳
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
生
乳
課
）

調理風景

出来上がり！食べるのが楽しみ

懇親会風景

勝
英
女
性
部
全
体
交
流
会

　

7
月
28
日
、「
勝
英
女
性
部
全
体
交
流

会
」
が
、
奈
義
町
『
さ
わ
』
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
は
、
日
頃
か
ら
忙
し
く

さ
れ
て
い
る
皆
様
に
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
計
画
し

ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
今
後
の
勝
英
女
性
部
の

活
動
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
、
部
長
に

は
福
田
さ
ん
が
就
任
し
、
今
後
の
活
動
と

し
て
年
一
回
の
交
流
会
の
開
催
、
共
進
会

で
の
牛
乳
販
売
等
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
集
範
囲
は
、
勝
英
地
区
で
酪

農
に
従
事
さ
れ
て
い
る
女
性
で
、
当
日
欠

席
の
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
12
名
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
酪
農
家

の
女
性
は
酪
農
と
家
事
で
忙
し
く
外
に
出

る
の
が
大
変
で
、
な
か
な
か
会
う
機
会
が

少
な
く
情
報
交
換
の
場
は
あ
り
が
た
い
な

ど
お
聞
き
し
た
の
で
、
今
後
も
交
流
会
を

計
画
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
津
山
事
務
所
）
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備
南
地
区
女
性
部
研
修
会

女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
交
流
会

　

よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
か
ら
解
放
さ
れ（
？
）

少
し
ず
つ
活
動
を
始
め
て
い
る
備
南
地
区

女
性
部
で
す
が
、
８
月
２
日
、「
ル
ピ
ナ

ス
会
」
を
、
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
鴨
方
支

店
の
会
議
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
中
な
の
で
、
今
回
は
子
ど
も
さ

ん
の
参
加
も
可
能
と
し
、
誰
で
も
簡
単
に

で
き
る
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
は
、
真
っ
白
な
陶
器
に

転
写
紙
を
貼
っ
て
焼
き
付
け
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
陶
器
を
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
る

ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
で
す
。

　

早
速
、
ど
ん
な
デ
ザ
イ
ン
に
し
よ
う
か

転
写
紙
と
に
ら
め
っ
こ
。
そ
の
後
、
選
ん

だ
転
写
紙
を
ど
こ
に
貼
ろ
う
か
、
ま
た
悩

　

８
月
２
日
、「
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
交
流
会
」
が
、
本
所
３
階
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
備
前
地
区
の
守
時
さ
ん
が
講
師

と
し
て
ネ
イ
ル
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
１
人
１
本
ネ
イ
ル
を
し
て
も
ら
い
、

同
時
に
大
森
さ
ん
が
ネ
イ
ル
オ
フ
の
仕
方

を
実
践
で
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
左
手
は
直
検
す
る
か
ら
や
め
て
お
く

方
が
い
い
よ
ね
」「
手
袋
が
破
け
る
の
か

な
」
と
か
、
ネ
イ
ル
が
終
わ
っ
た
後
の
手

を
見
て
「
綺
麗
」「
か
わ
い
い
ね
」「
ど
ん

な
色
に
し
た
の
」
と
酪
農
に
携
わ
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ
の
会
話
が
で
て
き
て
い
た

り
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
会
に
な
っ
た

ん
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

み
…
。
思
っ
た
以
上
に
悩
む
時
間
が
長

く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
経
っ
て
い

ま
し
た
（
笑
）

　

準
備
の
関
係
で
、
今
回
は
全
員
同
じ
陶

器
を
使
っ
て
行
い
ま
し
た
が
、
出
来
上
が

り
の
雰
囲
気
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
素
敵
な
作
品
と
な
り
ま
し
た
。
焼
き
上

が
り
が
と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
し
っ
か
り
活
動
を
続
け
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
備
南
事
務
所
）

　

ま
た
、
宮
野
監
事
か
ら
ア
イ
ス
の
差
し

入
れ
を
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
和
気
あ
い

あ
い
と
話
を
し
な
が
ら
美
味
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
！
み
ん
な
で
食
べ
る
ア
イ
ス
は

一
段
と
美
味
し
く
感
じ
ま
し
た
。
お
心
遣

い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

酪
農
家
さ
ん
に
と
っ
て
ま
だ
ま
だ
苦
し

い
状
況
は
変
わ
ら
ず
大
変
な
時
期
が
続
い

て
お
り
ま
す
が
、
１
日
の
中
で
ど
ん
な
に

小
さ
な
こ
と
で
も
楽
し
み
や
充
実
感
を
感

じ
れ
る
よ
う
私
自
身
も
日
々
の
業
務
を
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
講
師
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
備
前
地
区
の
守
時
様
、

大
森
様
、
長
い
時
間
に
わ
た
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
津
山
事
務
所
）

ポーセラーツの説明中

完成しました！

ネイルのようす

完成したみんなのネイル
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７
月
31
日
の
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報

『
担
い
手
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
』
で
、
津
山

市
の
中
村
宏
之
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
村
さ
ん
は
約
10
年
前
に
実
家
の
牧
場

で
酪
農
を
始
め
ら
れ
、
約
50
頭
を
飼
養
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

飼
養
牛
の
日
々
の
管
理
の
ほ
か
に
、
牧

場
の
隣
に
あ
る
約
10 

ha
の
農
地
で
飼
料
用

の
稲
や
牧
草
の
生
産
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
で
作
っ
て
い
る
Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
安
心

し
て
牛
に
与
え
ら
れ
、
飼
料
高
騰
の
影
響

も
抑
え
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、「
酪
農
を
通
し
て
地
域
に
も
何

か
貢
献
で
き
た
ら
、
巡
り
め
ぐ
っ
て
自
分

の
た
め
に
も
な
る
と
思
う
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

取
材
当
日
は
す
っ
か
り
真
夏
の
天
気
で

し
た
が
、
猛
暑
の
中
、
古
米
リ
ポ
ー
タ
ー

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
一
つ
一
つ
丁
寧
に
笑

顔
で
答
え
ら
れ
る
よ
う
す
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

　

中
村
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍
を
応
援
し

て
お
り
ま
す
。

（
生
乳
課
）

　

番
組
で
は
、
曜
日
に
よ
り
テ
ー
マ
を
決

め
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

・
月
曜
日　

担
い
手
・
Ｊ
Ａ
職
員
紹
介
・

高
校
生
の
紹
介

・
火
曜
日　

農
畜
産
物
の
紹
介

・
水
曜
日　

火
曜
日
に
紹
介
し
た
農
畜
産

物
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介
・

栄
養
士
に
よ
る
料
理
・
栄
養

等
の
紹
介

・
木
曜
日　

Ｊ
Ａ
活
動
紹
介
・
市
町
村
の

紹
介

・
金
曜
日　

直
売
所
・
イ
ベ
ン
ト
紹
介

　

搾
乳
等
お
忙
し
い
時
間
帯
の
放
送
に
な

り
ま
す
が
、
ご
都
合
の
つ
く
と
き
は
ぜ
ひ

観
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
取
材
に
も
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
が
や
っ
て
き
た
！

（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
テ
レ
ビ　

月
～
金　

18
時
50
分
よ
り
）

中村さん、ありがとうございました！

備
南
地
区
青
年
部
交
流
会

　

８
月
３
日
、
備
南
地
区
青
年
部
は
交
流

会
と
し
て
、
倉
敷
市
沙
美
海
岸
に
お
い

て
、
海
水
浴
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

牧
草
の
収
穫
等
で
忙
し
い
時
期
の
実
施

な
が
ら
、
大
人
と
子
ど
も
を
合
わ
せ
て
総

勢
16
名
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
気
に
入
っ
た
浮
き
輪

を
持
っ
て
海
に
入
っ
た
り
、
ス
コ
ッ
プ
や

バ
ケ
ツ
を
使
っ
て
砂
浜
で
砂
遊
び
を
し
た

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
で
遊
ん
で
い

ま
し
た
。
大
人
の
方
は
、
子
ど
も
と
一
緒

に
遊
ん
だ
り
、
普
段
な
か
な
か
交
流
が
難

し
い
農
家
さ
ん
同
士
で
、
話
に
花
を
咲
か

さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
休
憩
時
間
に
は
、

海
の
家
で
食
事
を
し
た
り
、
か
き
氷
を
食

べ
、
と
て
も
好
評
で
美
味
し
か
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

海
水
浴
の
最
後
に
は
ス
イ
カ
割
り
も
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
交
代
し
な
が
ら
周

り
の
声
援
を
受
け
、
ス
イ
カ
を
割
ろ
う
と

頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
割
っ

た
ス
イ
カ
を
み
ん
な
で
切
り
分
け
て
食
べ

解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

記
録
的
な
猛
暑
の
中
で
、
体
調
面
に
は

十
二
分
に
気
を
付
け
な
が
ら
の
海
水
浴
と

な
り
ま
し
た
が
、
何
事
も
な
く
終
わ
り
、

と
て
も
良
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
備
南
地
区
青
年
部
の
活
動
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
備
南
事
務
所
）

思い思いの過ごし方で

割れるまで何度でも挑戦！
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●

●

●

ひ

ろ

ば

　

皆
さ
ん
は
歌
い
手
の
「
Ａ
ｄ
ｏ
」
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
一
度
は
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
２
０

２
０
年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
自
身
の
デ

ビ
ュ
ー
曲
「
う
っ
せ
ぇ
わ
」
で
大
ブ
レ

イ
ク
し
た
歌
い
手
で
す
。「
う
っ
せ
ぇ

わ
」
は
お
よ
そ
１
ヶ
月
で
総
再
生
回
数

５
０
０
万
回
を
突
破
、
日
本
レ
コ
ー
ド

大
賞
に
て
特
別
賞
を
受
賞
す
る
な
ど

で
、
一
気
に
そ
の
名
を
世
に
広
め
ま
し

た
。
自
身
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン

ネ
ル
登
録
者
数
は
11
万
人
か
ら
急
増

し
、
翌
年
の
２
月
に
は
１
０
０
万
人
を

突
破
し
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
に
は
米

国
の
ゲ
フ
ィ
ン
・
レ
コ
ー
ド
と
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結
し
全
米
デ
ビ
ュ
ー

が
決
ま
り
、
現
在
で
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
登

録
者
数
が
５
２
０
万
人
に
も
及
び
ま

す
。「
Ａ
ｄ
ｏ
」は
２
０
１
７
年
に
歌
っ

て
み
た
を
ニ
コ
ニ
コ
動
画
に
投
稿
し
、

歌
い
手
と
し
て
の
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
そ
し
て
２
０
２
０
年
、
メ
ジ
ャ
ー

デ
ビ
ュ
ー
し
た
当
時
は
ま
だ
現
役
高
校

生
で
18
歳
で
し
た
。
と
て
も
18
歳
と
は

思
え
な
い
歌
唱
力
と
表
現
力
で
人
々
を

圧
倒
さ
せ
ま
し
た
。

　

私
が
「
Ａ
ｄ
ｏ
」
の
存
在
を
知
っ

た
の
は
２
０
１
９
年
で
、
彼
女
が
デ

ビ
ュ
ー
す
る
お
よ
そ
１
年
ほ
ど
前
で
し

た
。
私
は
当
時
ア
プ
リ
で
一
般
の
方
が

歌
っ
た
曲
を
聴
い
て
い
て
、
そ
こ
で
い

ろ
い
ろ
な
人
の
歌
っ
た
曲
を
聴
い
て
い

る
と
、特
定
の
曲
で
独
特
な
歌
い
方（
ア

レ
ン
ジ
）
を
し
て
い
る
人
が
多
数
い
ま

し
た
。
私
は
そ
れ
を
疑
問
に
思
い
、
何

な
の
か
と
調
べ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し

た
。
原
曲
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
ま

ず
は
そ
の
曲
を
聞
き
ま
し
た
が
な
ぜ
あ

の
歌
い
方
に
至
っ
た
の
か
は
わ
か
ら

ず
、
さ
ら
に
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
た

ど
り
着
い
た
の
が「
Ａ
ｄ
ｏ
」で
し
た
。

み
ん
な
は
こ
の
歌
い
手
の
歌
い
方
を
真

似
し
て
い
た
の
か
、
と
興
味
本
位
で
聴

い
た
と
こ
ろ
、
私
は
そ
の
瞬
間
彼
女
の

歌
声
に
惚
れ
込
み
、
即
座
に
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
を
し
ま
し

た
。
私
は
そ
れ
ま
で
「
歌
い
手
」
と
い

う
存
在
に
全
く
興
味
が
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
曲
を
聞
い
た
こ
と
で
彼
女

に
一
瞬
で
魅
了
さ
れ
フ
ァ
ン
に
な
り
ま

し
た
。
私
が
「
Ａ
ｄ
ｏ
」
に
魅
了
さ
れ

た
曲
は
ボ
カ
ロ
Ｐ
の
ｓ
ｙ
ｕ
ｄ
ｏ
ｕ
が

作
詞
作
曲
を
し
た
「
邪
魔
」
と
い
う
曲

で
、
彼
女
が
こ
の
曲
を
カ
バ
ー
し
た
の

は
16
歳
の
時
で
し
た
。
私
よ
り
年
下
だ

と
は
思
え
な
い
歌
唱
力
、
誰
に
も
真
似

で
き
な
い
力
強
い
が
な
り
声
、
彼
女
自

身
の
独
特
な
ア
レ
ン
ジ
・
表
現
力
に
驚

き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

私
が
魅
了
さ
れ
た
の
は
歌
だ
け
で
は
な

く
、
歌
っ
て
い
る
時
の
イ
メ
ー
ジ
と
は

裏
腹
な
性
格
に
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
、
そ

こ
も
彼
女
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

私
が
「
Ａ
ｄ
ｏ
」
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
登
録
し
た
時
、
登
録

者
数
は
８
万
人
ほ
ど
で
し
た
。
そ
こ
か

ら
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た

時
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
数
１
０
０
万

人
を
突
破
し
た
時
、
海
外
進
出
が
決

ま
っ
た
時
…
す
べ
て
を
見
て
き
ま
し

た
。「
Ａ
ｄ
ｏ
」
の
２
cd
ラ
イ
ブ
「
カ

ム
パ
ネ
ル
ラ
」
で
は
、
彼
女
の
１
番
の

夢
だ
っ
た
「
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
で
ラ
イ
ブ
を
す
る
こ
と
」
が
叶

う
瞬
間
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
８
月
に
開
催
さ
れ
た
ラ
イ
ブ

ツ
ア
ー
の
広
島
公
演
に
参
戦
し
た
際
、

彼
女
の
新
た
な
る
夢
を
知
り
、
そ
の
夢

が
叶
う
の
を
見
届
け
て
い
き
た
い
、
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
見
て
い
た
い
。
そ
う

思
い
ま
し
た
。

　

私
は
熱
し
や
す
く
冷
め
や
す
い
こ
と

が
あ
り
、
芸
能
人
や
ア
イ
ド
ル
を
好
き

に
な
っ
て
も
す
ぐ
冷
め
た
り
す
る
タ
イ

プ
で
し
た
。
な
の
で
、
ラ
イ
ブ
に
行
っ

た
り
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
り
な

ど
、
特
定
の
誰
か
を
こ
ん
な
に
も
長
く

推
し
て
い
る
の
は
初
め
て
で
、
飽
き
性

な
私
の
性
格
を
よ
く
知
っ
て
い
る
親
に

も
驚
か
れ
る
ほ
ど
「
Ａ
ｄ
ｏ
」
の
こ
と

が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
彼
女
の
フ
ァ

ン
に
な
っ
て
４
年
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん

ど
ん
ラ
イ
ブ
に
参
戦
し
、
グ
ッ
ズ
等
を

し
こ
た
ま
買
い
、歌
い
手
の
「
Ａ
ｄ
ｏ
」

を
推
し
続
け
て
い
き
ま
す
！

　

推
し
に
貢
ぐ
こ
と
は
オ
タ
ク
の
本

望
！
推
し
の
幸
せ
は
私
の
幸
せ
！
推
し

は
推
せ
る
時
に
推
せ
～
！

私
の
推
し

西
大
寺
事
務
所　
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酪
大
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修

安
藤　

大
悟
（
総
務
部
経
営
支
援
課
）

　

中
国
四
国
酪
農
大
学
校
に
て
、
酪
農

フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
へ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
5
日
間
の
研
修
で
は
講
義
の

受
講
と
牧
場
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
講
義

で
は
、
搾
乳
理
論
、
飼
養
管
理
学
、
飼
料

作
物
、
飼
料
学
、
家
畜
繁
殖
学
、
家
畜
衛

生
、
ふ
ん
尿
処
理
、
生
乳
流
通
・
酪
農
の

現
状
と
様
々
な
内
容
を
幅
広
く
受
講
し
ま

し
た
。

　

実
家
が
酪
農
業
を
営
ん
で
い
ま
す
が
、

私
自
身
は
手
伝
い
と
い
っ
て
も
餌
や
り
や

子
牛
の
哺
乳
を
休
日
に
少
し
だ
け
と
い
っ

た
程
度
で
、
乳
牛
に
対
す
る
専
門
的
な
知

識
も
技
術
も
、
お
か
ら
く
へ
入
組
し
た
当

初
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な

の
で
、
今
回
の
研
修
で
酪
農
業
と
い
う
専

門
分
野
の
初
歩
で
は
あ
り
ま
す
が
、
基
礎

と
な
る
知
識
や
技
術
を
勉
強
で
き
た
こ
と

は
と
て
も
意
義
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
講
義
が
乳
牛
の
ど
う
い
っ
た

事
柄
に
関
係
し
て
い
る
か
を
体
系
的
に
教

え
て
い
た
だ
け
た
の
で
、
自
分
の
持
っ
て

い
た
知
識
と
す
り
合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

　

特
に
勉
強
に
な
っ
た
の
が
、
搾
乳
理

論
、
飼
料
学
、
家
畜
繁
殖
学
で
し
た
。
搾

乳
理
論
で
は
、
搾
乳
と
は
ミ
ル
カ
ー
を
装

着
す
れ
ば
搾
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
前
搾
り
と
い
う
工
程
で
、
汚
染
乳
の

除
去
や
オ
キ
シ
ト
シ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン

を
分
泌
さ
せ
て
生
乳
を
出
さ
せ
て
い
る
こ

と
を
知
り
驚
き
ま
し
た
。

　

飼
料
学
で
は
、
粗
飼
料
と
濃
厚
飼
料
の

役
割
や
特
徴
、
第
一
胃
で
あ
る
ル
ー
メ
ン

の
機
能
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
人
間
で

は
消
化
で
き
な
い
植
物
性
繊
維
を
ル
ー
メ

ン
内
の
バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
っ
て
分
解
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
こ
と
が
興
味
深

か
っ
た
で
す
。

　

家
畜
繁
殖
学
で
は
、
生
乳
生
産
に
と
っ

て
重
要
な
乳
牛
の
繁
殖
サ
イ
ク
ル
、
繁
殖

の
改
善
が
経
営
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

な
ど
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

牧
場
実
習
で
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
を

飼
養
し
て
い
る
ス
ト
ー
ル
式
の
第
一
牧

場
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
を
飼
養
し
て
い
る
フ

リ
ー
ス
ト
ー
ル
式
の
第
二
牧
場
に
て
実
習

を
行
い
ま
し
た
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
方
式
で

は
牛
が
い
る
場
所
へ
人
が
移
動
し
て
の
搾

乳
な
の
で
、
腰
を
何
度
も
か
が
め
て
、
機

械
を
都
度
取
り
付
け
る
作
業
を
行
い
な
が

ら
、
毎
日
休
ま
ず
搾
乳
さ
れ
て
い
る
酪
農

家
の
方
の
ご
苦
労
を
わ
ず
か
で
す
が
実

感
を
伴
っ
て
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
方
式
で
は
牛

が
人
の
い
る
場
所
へ
移
動
し
て
の
搾
乳
な

の
で
す
が
、
牛
舎
か
ら
待
機
場
へ
た
く
さ

ん
の
牛
を
追
い
込
ん
だ
り
、
パ
ー
ラ
ー
に

入
っ
て
く
る
多
く
の
牛
を
搾
乳
し
続
け
る

と
い
っ
た
別
の
大
変
さ
も
あ
り
ま
し
た
。

実
習
で
は
酪
大
の
学
生
の
方
か
ら
と
て
も

丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
指
導
を
し
て
い
た

だ
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
研
修
期
間
中
ご

指
導
い
た
だ
い
た
酪
農
大
学
校
の
先
生
や

学
生
の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘

れ
ず
、
知
識
と
経
験
を
今
後
の
業
務
で
さ

ら
に
深
め
て
い
き
、
少
し
で
も
農
家
の
方

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
こ
の
度
は
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

田
中　
　

天
（
鏡
野
Ｃ
Ｓ
）

　

今
回
、
酪
大
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
座
学
や
実
習
で
多
く

の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
座

学
で
は
、
搾
乳
理
論
、
飼
養
管
理
学
、
飼

料
学
、
家
畜
繁
殖
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
幅

広
い
専
門
的
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
私

の
業
務
で
は
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
内
容

が
多
く
あ
っ
た
の
で
、
す
ご
く
新
鮮
で
し

た
。

　

搾
乳
理
論
で
は
、
搾
乳
を
す
る
と
き
の

手
順
や
前
搾
り
の
や
り
方
・
重
要
性
な
ど

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
模
型
を

使
っ
て
前
搾
り
、
ミ
ル
カ
ー
の
装
着
を
し

ま
し
た
。
前
搾
り
は
教
員
の
方
が
や
っ
て

い
る
の
を
見
る
と
簡
単
に
や
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
の
で
す
が
実
際
や
っ
て
み
る

と
全
然
う
ま
く
い
か
ず
、
何
回
も
繰
り
返

し
や
っ
て
何
と
か
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ミ
ル
カ
ー
の
装
着
で
は
、
つ
け
る

と
き
の
注
意
点
や
つ
け
る
順
番
な
ど
を
教

え
て
も
ら
い
、
数
回
実
践
し
て
つ
け
る
と

き
に
失
敗
す
る
と
ど
う
な
る
か
な
ど
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

飼
料
学
で
は
、
飼
料
の
種
類
、
特
性
、

与
え
る
と
き
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
学
び
そ

の
中
で
、
現
状
の
農
家
の
経
営
難
の
問
題

の
一
つ
で
あ
る
飼
料
高
騰
を
数
年
前
の
状

況
と
今
の
状
況
を
比
較
し
て
教
え
て
い
た

だ
き
、
現
状
ど
れ
だ
け
苦
し
い
状
況
な
の

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
実
習
で
は
、
初
め
て
牛
舎
に
入

り
搾
乳
の
体
験
な
ど
を
し
ま
し
た
。
牧
場

が
第
一
牧
場
と
第
二
牧
場
の
２
つ
あ
り
、

最
初
の
実
習
場
所
は
第
一
牧
場
で
し
た
。難しかった前搾り
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第
一
牧
場
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
つ
な
ぎ
牛

舎
で
、
ミ
ル
カ
ー
を
つ
な
が
れ
て
い
る
牛

の
と
こ
ろ
に
運
ん
で
、
学
生
の
方
に
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
乳
房
の
汚
れ
を
取
り
、

前
搾
り
を
し
て
ミ
ル
カ
ー
を
取
り
付
け

る
体
験
を
し
ま
し
た
。
座
学
の
時
に
模

型
で
や
っ
た
の
と
は
勝
手
が
全
く
違
っ
て

い
て
、
身
じ
ろ
い
だ
り
、
蹴
ら
れ
た
り
し

て
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
で
す
が
、

学
生
の
方
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
な
が

ら
な
ん
と
か
搾
乳
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時

に
、
牛
が
嫌
が
る
と
き
は
牛
が
触
れ
な
い

尻
尾
の
付
け
根
を
掻
い
て
あ
げ
る
と
お
と

な
し
く
な
る
と
、
実
際
の
現
場
で
し
か
聞

け
な
い
よ
う
な
こ
と
も
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
次
に
第
二
牧
場
は
ジ
ャ
ー
ジ
ー

の
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
で
し
た
。
第
一

牧
場
と
は
全
然
違
う
や
り
方
で
牛
を
追
っ

て
１
ヶ
所
に
集
め
て
搾
乳
を
す
る
場
所

で
、
ほ
ぼ
全
て
の
や
り
方
が
第
一
牧
場
と

は
違
い
苦
労
し
ま
し
た
。
他
に
は
、
糞
尿

処
理
や
お
が
の
補
充
な
ど
の
牛
の
世
話
の

体
験
や
配
合
飼
料
の
作
る
手
伝
い
な
ど
も

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
、
私
が
知
ら
な
か
っ
た

数
多
く
の
知
識
や
現
場
に
行
っ
て
み
な
い

と
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
研
修
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
研
修

で
得
た
知
識
を
日
々
の
業
務
に
役
立
て
て

こ
と
も
初
め
て
知
り
、
改
め
て
カ
ウ
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
の
重
要
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

搾
乳
実
習
で
は
第
一
牧
場
と
第
二
牧
場

で
異
な
る
牛
舎
と
搾
乳
方
式
で
学
生
の
方

た
ち
と
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
全
て
が
初

め
て
の
体
験
で
、
事
前
に
搾
乳
理
論
で
学

ん
だ
こ
と
を
実
践
し
よ
う
と
し
て
も
う
ま

く
い
か
ず
、
前
搾
り
の
時
は
腰
が
引
け
て

し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
回
数
を
重
ね

学
生
の
方
た
ち
か
ら
搾
り
方
の
コ
ツ
や
牛

そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
、
特
徴
を
教
え
て
も
ら

い
徐
々
に
搾
乳
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
ミ
ル
カ
ー
を
装
着
す
る

ま
で
の
作
業
を
目
安
の
１
分
で
終
わ
ら
せ

る
こ
と
は
到
底
で
き
ず
、
こ
の
作
業
を
毎

日
早
朝
と
夕
方
に
行
う
大
変
さ
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
搾
乳
と
並
行
し
て
エ

サ
や
り
や
除
糞
な
ど
も
行
い
、
毎
回
の
実

習
で
時
間
が
過
ぎ
る
の
が
と
て
も
早
く
感

じ
ま
し
た
。

　

５
日
間
で
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
酪
農
大
学
校
の
先
生
、
学
生
の

方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回

の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
業
務
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
椋　

一
樹
（
蒜
山
事
務
所
）

　

こ
の
度
、
中
国
四
国
酪
農
大
学
校
で
開

催
さ
れ
た
酪
農
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
は
事
務

所
で
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
５
日
間
の
研

修
で
酪
農
の
現
場
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

い
け
る
よ
う
精
進
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

杉
本　

祐
太
（
鏡
野
Ｃ
Ｓ
）

　

こ
の
度
、
中
国
四
国
酪
農
大
学
校
の

フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
研
修
で
の
５
日
間
で
、
座
学

に
よ
る
酪
農
の
基
礎
と
な
る
分
野
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
朝
晩
の
実
習
で

は
、牛
舎
で
の
搾
乳
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
義
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
の

は
、
飼
料
学
、
飼
養
管
理
学
で
す
。

　

飼
料
学
で
は
、
粗
飼
料
と
濃
厚
飼
料
の

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
役
割
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
飼
料
を
与
え
る
時
間
の
間

隔
や
量
、
配
合
な
ど
に
よ
っ
て
生
産
性
が

大
き
く
変
わ
り
、
乳
牛
の
成
長
段
階
に

よ
っ
て
も
日
々
対
応
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
講
義
の
中
で
の
芦
田
先
生
の
「
生
産

性
を
確
保
す
る
た
め
に
一
本
橋
を
渡
っ
て

い
る
。
常
に
手
が
離
せ
な
い
」
と
い
う
言

葉
は
、
強
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

飼
養
管
理
学
で
は
、
カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー

ト
に
つ
い
て
実
際
に
第
一
牧
場
の
牛
舎
を

見
な
が
ら
快
適
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

ま
し
た
。
暑
熱
対
策
な
ど
は
想
像
で
き
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
他
に
も
飼
槽
や
水

槽
、
つ
な
ぎ
方
な
ど
細
か
い
点
に
ま
で
気

を
配
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
快
適
な
牛
床
で
横
臥
を
促
す
こ

と
が
乳
量
を
増
や
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る

め
る
こ
と
を
目
標
と
し
研
修
に
臨
み
ま
し

た
。

　

牧
場
実
習
で
は
、
第
一
牧
場
と
第
二
牧

場
の
飼
育
方
法
と
牛
種
が
異
な
る
牧
場
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
つ
な
ぎ

飼
い
方
式
の
第
一
牧
場
で
は
ミ
ル
カ
ー
の

準
備
や
使
い
方
、
搾
乳
手
順
を
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
実
習
を
し
ま
し
た
。
実
習
前

に
搾
乳
理
論
で
模
型
を
使
い
前
搾
り
と
ミ

ル
カ
ー
装
着
の
練
習
を
し
て
か
ら
実
習
を

受
け
た
の
で
す
が
、
実
際
は
牛
が
動
い
た

り
、
乳
頭
の
大
き
さ
や
向
き
な
ど
が
一
頭

ご
と
に
違
っ
て
い
る
た
め
、
前
搾
り
か
ら

ミ
ル
カ
ー
の
装
着
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
搾
乳
理

論
で
も
教
わ
っ
た
こ
と
で
し
た
が
、
実
践

後列左から　杉本・田中　　　　　　　　　　　　　
前列左から　小椋・桑畑（島根中酪）・菱川校長・安藤
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事

報

理

会

告

　

令
和
５
年
７
月
31
日
、
第
２
７
５
回
理

事
会
を
理
事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

長
恒
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
岡
山
市　

延
藤
久
美
恵
様
よ
り
香
典
返
礼
金
と
し
て
、（
一
財
）

お
か
ら
く
教
育
振
興
会
に
金
一
封
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
令
和
５
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
５
年
度
６
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
資
産
査
定
規
程
等
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

　

内
部
け
ん
制
を
機
能
さ
せ
る
た
め
、「
特

別
対
策
室
」
は
１
次
査
定
を
行
う
こ
と
と

し
、「
総
務
部
」
を
１
次
査
定
の
結
果
を

検
証
す
る
第
２
次
査
定
部
署
と
す
る
変
更

を
承
認
し
た
。

○
組
合
員
へ
の
乳
製
品
詰
め
合
わ
せ
の
送

付
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
全
戸
巡
回
は
見
送
り
と
し
た

が
、
組
合
員
へ
の
乳
製
品
詰
め
合
わ
せ
を

送
付
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
議
事
録
閲
覧
謄
写
等
請
求
事
件
着
手
金

等
の
支
払
い
に
つ
い
て

　

議
事
録
閲
覧
謄
写
等
請
求
事
件
の
訴
状

に
対
応
す
る
た
め
顧
問
弁
護
士
に
一
任

し
、
着
手
金
を
支
払
う
こ
と
を
協
議
し
、

承
認
し
た
。

人　
　

事

異　

動

（
令
和
５
年
８
月
１
日
付
）

　

兼
宗　

修
平
（
事
業
本
部
購
買
課
）

　
　
（
事
業
本
部
購
買
課
（
兼
）

津
山
事
務
所
）

　

高
橋
真
理
子
（
事
業
本
部
流
通
課
）

（
事
業
本
部
購
買
課
）

採　

用

（
令
和
５
年
９
月
１
日
付
）

　

早
水　

美
樹
（
事
業
本
部
購
買
課
）

（
臨
時
）

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
方
式
の
第
二
牧
場

は
パ
ー
ラ
ー
で
の
搾
乳
な
の
で
、
最
初
に

ジ
ャ
ー
ジ
ー
を
移
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
な
か
な
か
進
ん
で
く
れ
な
い
牛

に
苦
戦
し
な
が
ら
も
学
生
さ
ん
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
な
ん
と
か
パ
ー

ラ
ー
前
ま
で
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
パ
ー
ラ
ー
で
の
搾
乳
が
終
わ
れ
ば

今
度
は
、
牛
を
ス
ト
ー
ル
の
方
へ
移
動
さ

せ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
が
、
搾
り
終

わ
っ
た
牛
が
通
路
で
合
流
し
出
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
や
進
み
が
遅
い
牛
と
後
か
ら
来

た
牛
に
挟
ま
れ
る
な
ど
焦
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
無
事
に
作
業
を
終
わ
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
義
の
方
も
搾
乳
理
論
、
飼
養

管
理
学
、
家
畜
衛
生
な
ど
幅
広
い
専
門
分

野
や
酪
農
の
歴
史
や
現
状
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
牛
の
健
康
維
持
の

た
め
の
飼
料
設
計
や
必
要
な
栄
養
素
、
胃

の
持
つ
機
能
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
概

要
な
ど
と
て
も
詳
し
く
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
酪
農

フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
で
実
際
に
牛
に
触
れ
た

り
、
現
場
で
作
業
し
た
り
、
講
義
で
基
礎

知
識
を
学
ぶ
こ
と
で
改
め
て
農
家
さ
ん
の

仕
事
や
酪
農
へ
の
理
解
が
深
ま
る
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
５
日
間
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
の
中
で

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
担
当
の
先
生
や
学

生
の
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
研

修
中
に
教
わ
っ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を

思
い
返
し
な
が
ら
農
家
さ
ん
を
支
え
て
い

け
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

○
報
告
事
項

　

第
１
四
半
期
苦
情
等
の
報
告
に
つ
い

て
、
第
１
四
半
期
の
監
査
日
程
に
つ
い

て
、
中
国
生
乳
販
連
「
生
乳
廃
棄
被
害
救

済
制
度
」
に
つ
い
て
、
き
び
じ
酪
農
運
輸

㈱
経
営
継
続
対
策
に
つ
い
て
、
畜
産
振
興

事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、
緊
急
補
填
金
に

つ
い
て
、
県
畜
産
共
進
会
に
つ
い
て
、
組

合
員
数
の
状
況
に
つ
い
て
、
第
10
回
総
会

１
号
議
案
取
り
下
げ
の
お
詫
び
等
に
つ
い

て
報
告
し
た
。
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生乳販売量（令和5年度）

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００

9，０００
ｔ

購買取扱数量（令和5年度）生乳販売量（令和4年度） 購買取扱数量（令和4年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

７

７
４～７

４～７
７

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

５７５,８４８
２,３５０,５５２

７,４２０
３２,０８０
３３６,８５２

,

２９７,２７９
１,１７２,９９９

７,２５１
３０,４７７
７６,８７７

１３２,９７９
６０２,１０４

９３
１,２２４

１１９,０５５

１４５,５９０
５７５,４５２

７６
３７９

１４０,９２０

94.9 
95.1 
95.9 
96.2 
95.4 

95.8 
95.5 
96.4 
96.9 
98.1 

92.4 
92.7 
68.4 
81.4 
93.8 

95.5 
96.9 
91.6 
91.5 
95.5 

4,865

5,014
7,447

7,757

　

８
月
に
つ
い
て
は
、
例
年
で
あ
れ
ば
秋
分
娩
に
移
行
し
引
き
合
い
が
強
ま
る
時
期
と

な
る
も
の
の
、 

全
国
的
な
猛
暑
に
よ
る
暑
熱
事
故
へ
の
警
戒
感
や
出
回
り
頭
数
の
増
加

も
重
な
り
、
平
均
価
格
は
税
込
42
万
円
（
前
月
比
２
万
４
千
円
安
）
と
弱
含
み
で
推
移

し
ま
し
た
。

　

９
月
に
つ
い
て
は
、
出
回
り
頭
数
が
増
加
す
る
中
、
暑
熱
期
を
終
え
て
更
新
需
要
が

強
ま
る
時
期
と
な
る
も
の
の
、
生
産
費
の
高
止
ま
り
や
猛
暑
が
長
引
く
懸
念
も
あ
り
、

相
場
は
保
ち
合
い
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

主な行事
９月

７日　蒜山地区全体交流会

20日　管理職会議

21日　蒜山地区乳牛共進会

26日　牛乳大好き絵画コンクール

審査会

27日　牛乳・乳製品利用

料理コンクール書類審査会

29日　理事会

10月

２日　現物監査

14日　岡山県畜産共進会（～15日）

21日　牛乳・乳製品利用

料理コンクール岡山県大会

24日　管理職会議

31日　理事会
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